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環境設定に用いるアロマオイルの起源植物を知り、環境教育の一つとして自然への興味が深まるように「ハーブの育
成」を行う。                      ＜実践事例集vol.4の２章のＢ－１の事例の抜粋です＞ 
 
＜「アロマテラピー」「ハーブの育成」を取り入れた保育の展開図＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
事例～調べる・作る～ 
『香りを探る』・『紙粘土製作 器作り 』（6月中旬） 
①ハーブの使い方が決まってきた子どもから、紙粘土に混ぜて形を作る。 
ドライのハーブを飾ろうとしたが、くっつけることができず悪戦苦闘中！！ 
②混ぜるのだけでは、物足りないと感じた子は飾りにもする。 
葉っぱがくっつかないと、思った子どもは、残りの枝を挿して、より香りが増すのではないかと考えている。 
完 成 
③子どもたちは、様々な悪戦苦闘をしながらも、作り上げた作品はどれも個性が見られ乾くことをとても楽しみにして
いた。しかし、乾いてくると茶色く変色してきた物があり「茶色くなっちゃった！」と変化に戸惑いが見られる。 
「どうして？」「どうする？」と子どもたちはお互いに考え不思議を膨らませている。そこで、クラスみんなで考え
てみることにした。 
④疑問・調べる・確かめる 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

＜調べる＞ 
不思議に感じたこと
を知ろうとする意欲
を大切にする。 

＜作る＞ 
育て、収穫したも 
のに手を加えるこ
とで変化すること
を経験する。 

＜育てる＞ 
成長する過程を楽し
む。 
植物を大切にする優
しさ。 
収穫を喜ぶ。 

＜食する＞ 
収穫したものが身
近な食品に変化す
ることを喜び、味や
調理法を経験する。 

・図鑑の使用 
・実験をしてみる 
・インターネット 
使用 

・石鹸   
・香りの団扇 
・たたき染め  
・紙粘土 
・香り袋  
・紙飛行機 

・みずあげ  
・苗植え 
・草むしり 
・種まき 

・ハーブティー 
ブレンド 
ストレート 
・ハーブクッキー 

・干してしまうと匂いが少し消えて
しまう。 
・葉っぱの汁がついたものはいい匂
いがする。 
・葉っぱのままだといい匂いがする
けど、何かに混ぜると、匂いが少
しになる。 

・ミントには多様な種類がある。 
・保育園の庭は、葉っぱしかないが
花が咲くことを知る。 
・ハーブの多様な活用を知る。 
・ハーブが増える方法を知る。 

・葉は緑だけどお茶にすると黄色くなる。 
・匂いは甘い感じがするけど味は甘くなか
った。 
・ドライのままだと、あまり匂いがなかっ
たけどお茶にしたら匂いがする。 

・豊かな感性が 
育まれる  
・よく考え行動に

うつす実践力が

育つ  
・話をしっかりと

聞ける。  
・環境を大切に

し、守ろうとする 
・動植物に優しく

なれる  
・我慢ができる  
・「なぜ」「どうし

て？」と不思議に

思う心が育つ  
・助け合う力が育

つ  
・好奇心が旺盛に

なる 

保育の視点 
活動名 

科学の芽と気づき 科学する心が 
育つと・・・ 

保育の視点 

＜香る＞ 
アロマを香らせた時
間と空間を設定し心
身を癒す 

・アロマポットの設置
・香りの違いに気づく 

・保育に合ったアロマオイルの香
りの違いを見つける。 
・オイルの起源植物を知る。 

・香る場所がハーブによって違う。
・お水も、お日様も同じようにしたのに
同じように大きくならない。 
・雑草や虫が集まる物や全く何にも集ま
らないハーブがある。 

ハーブを取り入れて 
           品川区立中延保育園(東京都)       [５歳児] 

＜ドライにしたハーブ＞
｢カサカサする」 
｢もう見ても大丈夫かな？｣
｢見てみるよ！」 
｢あっ！何にもなってない｣
｢なんでかな？」 

＜摘んだハーブ＞
「うん！ぬれてきた・・」 
「みて！先生！茶色になってるよ！」 
「粘土とおんなじだ～っ！」 
「わかった！ハーブの葉っぱに汁があるんだ」 
「それをぎゅっとすると出てくるんだ」 
「だからか、紙も粘土もお薬があって、葉っぱの汁を
入れると茶色になっちゃうんだよ」 

みどころ 
 「香る」「調べる」「作る」「育てる」「食する」という子どものかかわり方をキーワードにした「保育の視点」を
明確にもって、子どもたちの身近な植物であり教材である｢ハーブを取り入れた保育｣の展開を示しています。具体
的な活動や主題に迫る「科学の芽と気付き」により、子どもたちの経験の見通しをもって進められています。そし
て実際には、製作に使った粘土がハーブにより変色してしまうという経験を通して、構造図にはない探求による豊
かな体験をすることに結びつきました。このように深まったことも、プランをもっているからこそ明確になります。


